
 

 

（ 続紙 １ ）                             

京都大学 博士（地域研究） 氏名 吉沢 加奈子 

論文題目 

エスニシティと市民社会 

―インド、ミゾラム州における青年団を事例として― 

 

（論文内容の要旨） 

 

本論文は、市民社会が民族アイデンティティの構築に果たす役割を、インド・ミゾ

ラム州における青年団組織に焦点を当てて検討した研究である。同州において最大規

模のNGOである青年ミゾ協会(Young Mizo Association:YMA)を対象に、その成立と展

開、および現代の活動を通時的に分析することをとおして、YMAが「ミゾ」という民族

範疇の形成と再編について果たした役割を明らかにした。 

序文で本論文の概要を説明した後、第1章「エスニシティと市民社会」では、エスニ

シティ論、市民社会論、「ミゾ」アイデンティティ形成に関する先行研究を検討し、

本論文の仮説を提示した。これまで「ミゾ」アイデンティティの形成をめぐっては、

「ミゾ」を掲げた分離独立運動など政治的要因を重視する学説が主流を占めていた

が、本論文においては不断に形成されるアイデンティティ意識に着目し、市民社会に

おける結社の活動、すなわちYMAの活動が「ミゾ」アイデンティティ形成に大きな役割

を果たしたとの仮説を立てた。仮説を立証する枠組みとして、エスニシティ論の関係

論アプローチを批判的に検討した後、人類学者のアルジュン・アパドゥライが提示し

たローカリティ概念を手がかりとしてYMAの活動を分析することを提示した。 

第2章「インド北東地域とミゾラム州」では、本論文の研究対象地域であるミゾラム

州をインド北東部全体のなかに位置づけ、その政治・社会的特徴を説明した。インド

北東部は、北はヒマーラヤ山系、西はアラカン山系に接し、面積の半分以上が森林に

覆われる辺境地帯である。森林には山岳部族民が多く居住し、民族的な多様性もイン

ドのなかでも群を抜いている。英領時代は隔離統治が行われてインド平野部と切り離

され、これが一つの要因となってインド独立後、分離独立運動が展開された。印中国

境紛争後は「北東部」として安全保障上の重要地域とされ、治安部隊と分離独立勢力

の暴力的衝突が数多く見られた。ミゾラム州は、こうした北東部の特徴をいわば代表

する州であった。 

第3章「ルシャイ丘陵における市民社会組織の成立と展開」では、英領期からインド

独立直後の時期を対象として、YMAの成立と展開を論じた。キリスト教伝道団の青年育

成への関心および植民地国家の統治上の思惑が重なり成立したYMA（当初は青年ルシャ

イ協会）は、「ミゾ」アイデンティティを構築する過程で、「ミゾ」というエスニシ

ティに後進性を見出し、自民族や地域の発展を志向するようになる。その後、第二次

世界大戦、そしてインド独立を経たことにより、植民地国家やインドを相対化する視



 

 

点を持つようになり、ミゾ統一党の活動を支援すると同時に、伝統的道徳律を強調す

ることによって「ミゾ」により積極的な意味合いを持たせるようになっていった。 

第4章「ミゾラム分離独立運動と市民社会」は、分離独立運動期におけるYMAの活動

とエスニシティとの関わりについて論じた。ミゾラム州においては、1960年代からミ

ゾ国民戦線による分離独立運動が激化していき、インド政府との武力闘争が拡大し

た。インド政府は、対策として80％以上の住民を強制移住させ武装勢力の補給を断つ

ことを狙うが、この政策は村落社会を大きく変化させることになった。YMAは、活動を

大幅に制限されながらも、武装勢力やインド軍によって破壊された生活の再建に従事

し、活動を通じて「ミゾ」アイデンティティの形成により一層貢献した。和平交渉で

活躍した政治家の多くはYMAの幹部職を経験しており、YMAは党派の違いを超えて政治

との関係を強化していった。 

第5章「現代のミゾラム州における市民社会組織とエスニシティの形成」は、「ミ

ゾ」アイデンティティが、伝統的道徳律を一つの軸として不断に形成される過程を、

現在のYMAの活動実践とこれに対する人々の認識を明らかにすることによって解き明か

した。ローカルな単位におけるYMAの活動は、ボランティアとは言い難い側面がある一

方で住民のニーズに柔軟に応える形で催事を行っていた。会員達は、時に不満を漏ら

しながらも「ミゾであること」を伝統的道徳律と結びつけ、低地インド人と対比する

形で、ミゾへの特別な信頼や安心感を抱いていた。このように、YMAの活動がアパドゥ

ライが概念化した「近接」の活動を通じて「ローカリティ」を構成し、「ミゾ」アイ

デンティティの不断の構築に大きく寄与していることを例証した。 

結論ではこれまでの議論をまとめ、YMAの活動が「近接」の形成を通じて「ローカリ

ティ」の構築に寄与し、曖昧だった「ミゾ」アイデンティティを明確化し、伝統的道

徳律をミゾの美徳として称揚するによってこれを実体化していった、との議論を改め

て提示した。 

 




